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(2) 広報うおづ

交
通
補
導
員

朝
野
菜
穂
子
さ
ん

り

u、
明るい街づく

願

5月11日(月).-_，5月20日嗣

5
月
日
日
か
ら
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
は
他
人
事
で
な
く
、
自
分
が
安

全
運
転
し
て
い
て
も
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
危
険
に
い
つ
も
遭
遇
し
て
い

こ
れ
は
運
転
者
以
外
の
歩
行
者
や
、

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
方
も
同
じ
こ
と
が
言

ま
す
。

え
る
と
思
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
気
を
つ
け
、
注
意
し
て
い
る
の

に
交
通
事
故
は
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
き
は
、
事
故
を
起
こ
し

た
人
も
起
こ
さ
れ
た
人
も
、
い
や
な
思
い
を
し
、

と
き
に
は
家
庭
破
壊
も
起
予
」
し
か
ね
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
の
な
い
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を

今
一
度
家
庭
や
地
域
で
話
し
あ
い
、
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

魚
津
市
の
交
通
事
故
状
況
(
引
年
)

県
内
で
は
、
死
者
は
減
少
し
た
も
の
の
件
数
、
傷
者
は

大
巾
に
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
魚
津
市
に
お
い
て
は

件
数
は
若
干
減
少
し
ま
し
た
が
、
死
者
に
つ
い
て
は

2
人

か
ら
4
人
と
大
巾
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
子
供
、
老
人
の
方
の
被
害
事
故

が
、
歩
行
者
事
故
お
件
の
う
ち
お
件
と
相
変
ら
ず
多
く
特

に
、
死
者
4
人
の
う
ち
に
高
齢
者
の
方
が

2
人
も
占
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
事
故
原
因
別
の
発
生
状
況
を
見
ま
す
と
そ
の
半

数
以
上
が
わ
き
見
運
転
、
安
全
運
転
義
務
違
反
で
す
。

私
達
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
知
識
の
高
揚
を
図
り
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

-昭和61年中の事故発生状況

-事

数|死者|傷者

昭 61 年 1 19141 寸1 23沙

昭 60 年 I 200 I 2 I 227 

増減(率)I (ー1み汁 (+10JぷI(+l.iぷ
昭 61 年 I 4.826 I 85 I 5，809 

昭 60 年 I 4，396 I 91 I 5，351 

増減(率)I (+ム鋲 I(-6ぷ I(+ム努

件

因

J)1j 

原

年

故

区分

魚

津

市

富

山

県

-
高
齢
者
、
子
供
の
歩
行
者

事
故
原
因

者齢高

その他悪い
横断

他

左側通行等

のそ



(J) なんみ
無事故で

春の交通安全運動期間
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叩
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日
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ニ
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庖
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・
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全
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ド
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。
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だ
き
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
役

一

広
場
)

一
立
て
て
く
だ
さ
い
。(
小
学
生
問
点

一

5
月
日
日
明

一
中

学

生

日

点

他

)

コ

ニ
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安
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よ
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シ
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ど
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司
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立
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園

圃

現

制
明
白
・
・
・
・

4
7H圃
斗

守
行
い
無
事
故
の
街
づ
く
り
推
進
に
圃
・
"“
昭
防
岨
.
司
園
田

r・

一
と
、
4
月
1
日
市
役
所
で
魚
津
市
圃
・
・
圃
旬

aa圃

E--同夜
a-
一

・・・閉W
忠
岨
関
』
園
田
』
F

圃
一

一
交
通
セ
ン
タ
ー
会
長
(
魚
津
市
長
)

.

.

.

 ，
臥
忠
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色
調
」
・
画
一

一
か
ら
、
次
の

5
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方
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ミ
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司
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司
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テ
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バ
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と
し
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委
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圃
跡
魁
眠
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圃
圃

E
・
F
一

一
嘱
状
が
渡
き
れ
ま
し
た
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運
動
期
間
中
の

主

な

行

事

員導指通
4
交品

交
通
指
導
員
の

立
場
か
ら

私
達
を
取
り
巻
く
交
通
社
会
は

急
速
な
テ
ン
ポ
で
変
化
を
と
げ
、

今
や
二
人
に
一
人
は
運
転
免
許
を

持
つ
時
代
で
す
。
車
も
一
家
に
二

台
か
ら
三
台
保
有
す
る
時
代
に
な

り
、
交
通
事
故
発
生
率
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

一
瞬

の
う
ち
に
尊
い
人
命
を
奪
い
、
家

ミス・セフティ
ドライノ〈一

久和美恵子さん

良
識
あ
る

ド
ラ
イ
バ

ー
に

車
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
へ
で
も

目
的
地
へ
す
ぐ
に
行
く
こ
と
が
で

き
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
便

利
な
足
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
心
が
け
に
も
左
右
き 巌さん

庭
を
不
幸
の
ど
ん
底
に
お
と
し
込

む
交
通
事
故
は
、
私
達
に
と
っ
て

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
不
幸
な
交
通
事
故
を

無
く
す
為
に
は
、
歩
行
者
や
ド
ラ

イ
バ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
交
通
安
全

に
つ
い
て
認
識
を
持
ち
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
頃
、
街
頭
で
交
通
指
導
を
し
て

お
り
ま
す
と
、
ま
だ
ま
だ
交
通
マ

ナ
ー
の
悪
さ
が
目
に
つ
き
ま
す
。

交
通
事
故
が
い
か
に
恐
ろ
し
い

か
、
ま
た
、
交
通
事
故
を
お
こ
さ

な
い
為
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

一
人
ひ
と
り
が
も
っ
と
自
覚
す
れ

ば
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
出

来
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

れ
、
思
い
が
け
ず
は
っ
と
す
る
様

な
こ
と
に
会
っ
た
り
、
取
返
し
の

つ
か
な
い
事
故
を
起
こ
し
た
り
し

兼
ね
ま
せ
ん
。

ハ
ン
ド
ル
を
握
る

以
上
は
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、
常

に
安
全
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

交
通
安
全
と
い
う
一
言
葉
は
余
り

に
耳
慣
れ
し
た
言
葉
で
、
そ
の
意

識
が
衰
え
が
ち
に
な
っ
て
い
る
私

で
す
が
、
交
通
安
全
意
識
を
高
め

て
ゆ
と
り
と
思
い
や
り
を
持
っ
た

良
識
の
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



O
経
団
西
町

5
l
m

O
尾
山
真
澄
ち
ゃ
ん

O
昭
和
臼
年
7
月
8
日
生
(
三
女
)

〈
マ
マ
の
一
言
〉

お
目
々
の
大
き
な
、
か
わ
い
い
女

の
子
で
す
。

広報うおづ(13) 

成人病と
結核検診を

受ぴょう

成
人
病
は
治
療
よ
り
も
ま
ず
予
防
。

成
人
病
は
知
ら
な
い
う
ち
に
か
ら
だ

を
む
し
ば
ん
で
い
き
ま
す
。
検
診
は

血
圧
、
心
臓
、
血
管
な
ど
の
異
常
の

有
無
と
、
そ
の
程
度
を
み
つ
け
る
も

の
で
、
脳
卒
中
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

心
臓
病
な
ど
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

今
年
も
年
一
回
の
検
診
を
う
け
健
康

の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

ω歳
以
上
の
受
診
対
象
者
に
は
後

日
、
個
人
通
知
し
ま
す
。

今
年
か
ら
検
診
内
容
が
増
え
ま
す
0

.
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査

-
肝
機
能
検
査

・
貧
血
検
査

集
団
検
診
地
区

大
町

・
村
木

・
上
中
島

・
松
倉

・

上
野
方

・
西
布
施

・
片
員

・
天
神
の

ω歳
1
似
歳
の
方
は
地
区
の
公
民
館

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
検
診

住
吉

・
本
江

・
加
積

・
道
下

・
経

団
地
区
の

ω歳
i
似
歳
の
方
と
全
地

区
の
臼
歳
以
上
の
方
は

5
月
四
日

1

7
月
白
日
の
問
に
、
市
内
の
医
療
機

関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
結
核
検
診
は
医
療
機
関
で
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
も
よ
り
の
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

結

核

検

診

児
歳
以
上
の
方
(
職
場
や
学
校
で

検
診
を
受
け
る
人
を
の
ぞ
く
)
は
す

べ
て
地
区
の
公
民
館
等
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

保
日
健
H
看
H
護
H
教
H

室

マ
期
間

6
月
1
9
月
(
第
1
、
第

3
月
曜
日

)
6
回
コ
ー

ス
(
初
回
6
月
日
日
)

午
後

l
時
叩
分

1
3
時
加
分

魚
津
保
健
所

マ
時
間

マ
場
所

マ
内
容
・
何
か
変
だ
な
?
日
常
の
健
康
観
察

-
さ
あ
大
変
グ応
急
手
当
の
知
識

・
薬
の
正
し
い
使
い
方

・
家
族
が
床
に
つ
い
た
ら

一
時
的
に
寝
こ
ん
だ
時

.
ね
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

.
体
の
不
自
由
な
人
に
学
ぶ

※
お
申
込
み
は

5
月
初
日
ま
で

宮

@
0
3
5
9

配22被~ 騨3調
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成
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民
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内 ~ 対 象 と き と ー ろ』

@第 1期=3回接種 13: 30-14: 0。魚津市健康センター
百ジ破 4月実施日現在、 2

該当地区

日テフ 傷
歳児で、 4月に 1回 第 l 第2 第3

接種ずみの幼児。(3 回目回目回目

予 せリ 歳児で、まだ接種の 5月 6月 村木 ・大町 ・本

きア風 終了していない幼児 4 1日 1日 江 ・住吉 ・上野

」ー-v-ー〕 も含む。) 月
巴迫 (月) 方 ・上中島

⑨第2期=1回のみ 終 5月 6月 道下 ・加積 ・経

防 種 接種 了
8日 9日 田 ・片員 ・西布

4j昆2恥 第1期を2回-3回 ず
巳迫 (刈 施 -天神 ・松倉

接種終了児で、最終 み
6月 受けなかった全

接種月になる3歳児。
30日
地区の方

接
(刈

13:30-14:00 
魚津市健康センター

ボ
該当地区

リ生

村木 ・大町 ・本

種 生後3か月から18か
5月18日(月) 江 ・住吉 ・上野

オワ
方 ・上中島

ク 月の聞に2回実施。 道下 ・加積 ・経

チ
5月20日(刈 田 ・片貝 ・西布A 

ン
施 ・天神 ・松居

5月25日(月)
受けなかった全
地区の方



シ
リ
ー
ズ

下
水
道
と
わ
た
し
た
ち

ω

ー
下
水
道
の
役
わ
り

1

しそすよ
てれのご
はでれ
よ、すた

ごすか水
れい」。を

たじ な
水やぜ
をせ下
どん水
ぶた管
ゃく に
みを 流

(5) 

。
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。

ど
ぶ
が
な
く
な
り
、
い
や
な
に
一

一
お
い
が
し
な
く
な
り
ま
す
。

一

••• 
ま
た
、
か
や
は
え
の
発
生
も
ふ
一

一
せ
ぎ
、
き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち

一

一
に
な
り
ま
す
。

一

・

-

j

-

一J-F

一

分

-

3霊童ラ

広報うおづ

まれえ・ぞ
ちばがに
が、発流

きど生せ
れぶしば
にやま
にみすそ
主ぞ 。こ

ふが下か
らな水ら
でく道か・
十なにや
じ。りすは・

下
水
道
は
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、

と
て
も
大
切
な
役
わ
り
を
は
た
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
役
わ
り

を
せ
つ
め
い
し
ま
し
ょ
う
。

，
海
や
川
を
き
れ
い
に
し
ま
す
々

下
水
は
、
下
水
し
ょ
理
場
で

き
れ
い
に
さ
れ
て
か
ら
川
や
海

へ
流
さ
れ
ま
す
。
川
や
海
が
き

れ
い
に
な
り
、
魚
も
安
心
し
て

す
め
ま
す
。

，
大
雨
で
も
水
が
あ
ふ
れ
る
心

配
が
な
く
な
り
ま
す
。

下
水
道
は
、
川
や
水
路
と
同

じ
よ
う
に
、
雨
水
が
た
ま
ら
な

い
よ
う
に
す
る
役
わ
り
を
持
つ

て
い
ま
す
。

一

EF--
三
も;

・

一旅
情
暴

一

大
雨
が
ふ
っ
て
も
、
雨
水
を
す

ぐ
海
や
川

へ
流
す
よ
う
に
し
ま

す
の
で
道
路
な
ど
に
水
が
あ
ふ

れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

ヘ次
回
は
「
下
水
道
の
し
く
み
」
に
J

/
つ
い
て
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。
」 . 

ーーーーー-.・ーー・・ー・・ー・・ーー・.ーー・ーーーーーーーーーーー'ーー・ーー・ーー・ーーーーーー ーーー ーーー------

市 制35周年記念

「ふれあい動物ランド くじら・ペンギンショウ」
5月31固までミラージュランド内

今、ミラージュランドには、愉快な動物がたくさんやってきています。特設プールでは、く じらやペンギ

ンが楽しい ショーを見せてくれます。また、芝生広場は、小馬のポニーや羊、うさぎなどかわいい仲間達で

いっぱい。 みなさんのご来場お待ちしています。



(6) 

あなたの撮った (まちの話題)写真を募集しています。投稿される .

方は、 写真の他に、 日付・場所・内容 (200字程度)・住所・氏名を書
いた別紙を添えて、 毎月 10日までお寄せください。投稿されたなかか
ら 1-2点をこのへージでご紹介します。

市役所広報担当係釈迦堂ト10-1

広報うおづ

カメラ
レポ

(ft 22ー2200内線 161)• 

晴天が続き、白一色に開いた梨の花に綿棒で一つ一

つ丁寧に行われる受粉作業が、4月20日、梨の特産地

友道地区でいっせいに始まりました。

市内には梨畑が約llha(26栽培農家)があり 、24

日、25日頃までこの作業が続けられます。

市
役
所
屋
上
に
こ
い
の
ぼ
り

健
康
で
元
気
な
子
供
の
成
長
を
願
い
、

4
月
比
日
、
市
役
所

屋
上
で
、
加
積
保
育
園
児
幻
名
を
招
き
「
こ
い
の
ぽ
り
」
の
掲

揚
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
達
が

ロ
l
プ
を
引
く
と
、
3
匹
の

こ
い
と
吹
流
し
が
大
空
に
元
気
よ
く
泳
い
で
い
ま
し
た
。

--aaE

・

開;高花梨

v 

鴨川クリーンイ乍単支

春の清掃デーの 4月19日、 NTT魚津電報電話局の皆

さんが、鴨川の清掃奉仕を行いました。ボランティ ア活

動の第一弾として男女社員80名余りが参加、町内の人た

ちと協力し、鴨川クリーン作戦を展開、見違えるほどき

れいな川になりました。

企

4月17日、市民会館で、老人趣味手芸教室の開講式があり

ました。神保講師の指導で、さっそく手さげ袋作りに挑戦。

みなさん真剣な表情で取りくんでいました。老人趣味教室は、

手芸の他に、ダンス、陶芸、水墨画など 8教室があり、それ

ぞれ4月から開講しています。

老人趣味の手芸教室

毎
週
火

・
水

・
金
曜
日

と
こ
ろ

市
役
所
商
工
観
光
課
内

電
話
相
談
も
受
付
け
ま
す
。

とと
こ
ろ

と-
と
こ
ろ

とと
こ
ろ

とシ
」
こ

λ
J

とシ」

-
-
λ
J

と

無
料
法
律
相
談

き

5
月
7
日
嗣

午
前
日
時
1
午
後
4
時

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

人

権

相

談

き

5
月

8
日
働

午
後
1
時

1

4
時

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

行

政

相

談

き

毎
月
第
1
、
第
3
木
曜

口
u午
後
1
時

1

4
時

市
役
所
市
民
相
談
室

市

民

相

§火
員火

き

毎
日
(
日
曜

・
祭
日
は

除
く
午
前
9
時
j
午
後
4
時

市
役
所
市
民
相
談
室

教

育

相

談

き

毎
週
月

・
木
曜
日

午
前
9
時
i
午
後
5
時

教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室

宮

@
2
4
9
5

内

職

相

吾火
員火

き



3
月
幻
自

j
4月
お
日

広報うおづ

-
3
月
辺
日
側

・
春
の
火
災
予
防
訓
練

・3月
お
日
制

・
富
山
県
市
長
会
総
会

・4月
1
日
嗣

-
ミ
ス

・
セ
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ

ー
委
嘱
状
交
付

-
4
月
3
日
制

.
富
山
県
議
会
議
員
選
挙
告
示

・4月
6
日
側

・
市
内
小
学
校
入
学
式

.
農
業
委
員
会
総
会

・4月
7
日

ω

・
市
内
中
学
校
入
学
式

.
市
体
育
指
導
委
員
辞
令
交
付

・4月
9
日
同

-
緑
花
木
種
苗
等
一
般
配
布

・4月
叩
日
樹

・
苗
木
即
売
会

・4月
ロ
日
側

・
富
山
県
議
会
議
員
選
挙
投
・

開
票

-
4
月
間
日
側

.
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
結
図
式

・4月
辺
日
嗣

・
緑
花
木
街
頭
無
償
配
布

・4月
お
日
同

・
み
ど
り
の
少
年
団
鹿
熊
林
道

に
桜
苗
植
樹

(7) 

み
ど
り
の
少
年
団
桜
苗
植
樹

4
月
お
日
、
鹿
熊
林
道
で
松
倉
、
坪
野
小
学
校
の
み
ど
り
の
少
年

団
が
鹿
熊
林
道
で
桜
苗
初
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
の
林
道
は
松
倉

城
跡
ま
で
続
く
も
の
で
、
毎
年
植
え
て
ゆ
く
計
画
で
す
。

5 
月

日

コ 5
家月

内白
雪量
個で

句は
悶

家
内
労
働
者
(
主
と
し
て
内
職

を
し
て
い
る
人
)
の
み
な
さ
ん
ノ

o
家
内
労
働
手
帳
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
か
。

0
工
賃
は
現
金
で

1
か
月
以
内
に

受
け
取
っ
て
い
ま
す
か
。

O
最
低
工
賃
は
守
ら
れ
て
い
ま
す

・カ

O
危
険
・
有
害
な
作
業
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

0

い
わ
ゆ
る
イ
ン
チ
キ
内
職
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

誰
で
も
で
き
る
仕
事
で
、
高
収

入
が
得
ら
れ
る
「
う
ま
い
話
」
は

普
通
あ
り
ま
せ
ん
。

家
内
労
働
の
ご
質
問

・
ご
相
談

は
魚
津
労
働
基
準
監
督
署
(
宮
②

0
5
7
9
)
へ
ど
う
ぞ
。 4 で

す
緑花木街頭無償配布

緑花週間が始まった 4月22日、中央通りで、つつじ 1，000鉢、サル

ビア、ひまわり等の種 1，000袋が無償配布きれました。 v 
子
供
を

水
難
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

農
業
用
水
の
水
量
が
増
え
、
事

故
の
起
こ
り
ゃ
す
い
季
節
と
な
り

ま
す
。
幼
児
や
子
供
が
用
水
近
く

で
遊
ん
で
い
た
ら
注
意
し
て
く
だ

去
」
い
。

「
川
の
ふ
ち

小
さ
な
注
意
で

大
き
な
安
全
」

交
通
事
故
の
無

料

相

談

⑨
午
前

9
時
半
l

午
後
4
時

ω分
(
平
日
)

@
土
曜
日
は
正
午
ま
で

(第
2
土
曜
日
は
休
み
ま
す
)

⑥
弁
護
士
相
談
日
第

2
・
第

4

木

曜

日

午

後

1
時

i
4
時

社
団
法
人

日
本
損
害
保
険
協
会

富
山
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

富
山
市
桜
橋
通
り

l
l
m

住
友
生
命
ビ
ル

7
階

富
山
調
査
事
務
所
内

〈直
通
〉
2
0
7
6
4
@
2
2
9
4

8
0
7
6
4
@
1
9
8
2
 

*
電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す



(8) 広報うおづ

自
分
で
は
気
が
つ
か
な
く
て
も
、
知
ら
な
い
聞

に
騒
音
を
出
し
て
い
る
事
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

自
動
車
の
空
ぶ
か
し
、
テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
の

音
、
ペ

ッ
ト
の
鳴
き
声
な
ど
、
「
こ
の
く
ら
い
な

ら
・:
」
と
思
う
こ
と
が
、
隣
近
所
に
は
迷
惑
な
騒

音
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

近
隣
騒
音
は
苦
情
を
言
う
人
も
、

言
わ
れ
る
人

も
い
や
な
も
の
。

「
や
め
て
く
れ
ノ
」
と
苦
情
を
言

い
た
い
が
、
は

っ
き
り
態
度
で
示
す
と
お
互
い
気
ま
ず
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
、
つ
い
つ
い
我
慢
し
が
ち
で
す
。

お
互
い
、
不
愉
快
な
思
い
を
し
な
い
た
め
に
は
、

騒
音
の
発
生
源
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

第
一
で
す
。

ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
と
気
く
ば
り
が
あ
れ
ば
、

静
か
な
生
活
が
保
て
る
の
で
す
。
あ
な
た
も
、
身

の
ま
わ
り
の
騒
音
を
一
度
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

飼い主のみなさんへ 竺;;明妥主犬 恋
員とのない活は -iで
としでら感し本 ーヌー

ド;巧立 伝
たう代と能動然 ~ 
ちよはてを物の 1. 
のり特も利で中 ア一
生もにか用すで 1 ~ 
活家、わし 。白 、〆
の族ぺいてそ由 /'  

飼
し、
ま
し
ょ
っ

o毎年かならず登録と狂犬病予防注射

をうけましよう/

中
に
入
り
こ
ん
で
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
私
た
ち
が
犬
を

飼
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
責
任
と

愛
情
が
必
要
で
す
。
犬
の
持
つ
習

性
を
よ
く
理
解
し
、
人
に
迷
惑
や

危
害
を
与
え
な
い
よ
う
に

L
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

他人に迷惑をかけないよう、紙、ビニール袋

などを持参してください。

登録と注射は、法律で義務づけられています。

つなぎっぱなしにしておくと、欲求不満に陥

り夜中にほえ続けたり、通行人や訪問者に危

害を加え る原因になります。

0適度な運動や散歩をさせましよう/

0放し飼いはぜ‘ったいにやめましょう/

日交傷事故、交通事故、殺そ剤中毒などでの死

亡につながります。

0運動・散歩時にはフンの始末をしま

しよう/



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
「
医
療
費
は
大
切
に
、
保
健
指
導
員、

医
学
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
健
指
導
員
が

品
C

・Z
A
F
U
，±
A
F
I
ν
hん

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
保
健

指
導
を
中
心
に
活
動
す
る
昭
和
臼
年

度
の
保
健
指
導
員
を
次
の

6
名
の
方

に
委
嘱
し
ま
し
た
の
で
、
訪
問
の
際

に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
委
嘱
さ
れ
た
保
健
指
導
員

赤

石

富

子

友

道

②

4
1
8
9

船

田

安

子

末

広

町

②

4
3
8
2

高

松

好

子

浜

経

団

②

4
3
1
5

山
田
サ
チ
子

天
神
野
新

@
7
8
5
5

宮
坂
千
賀
子
大
海
寺
野
②
4
1
6
2

窪
田
以
美
子
持
光
寺
②
5
3
1
8

。
保
健
指
導
員
の
主
な
し
ご
と

広報うおづ

保
健
指
導
員
は
、
多
受
診
や
重
複

受
診
、
多
病
家
庭
な
ど
を
訪
問
し
て
、

主
治
医
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、
日

常
生
活
の
保
健
指
導
に
当
た
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

(9) 

口

ま
た
、
生
活
環
境
の
改
善
や
、
健

康
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
話

し
か
け
て
く
だ
さ
い
。
保
健
指
導
員

は
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
健
康
な

家
庭
生
活
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
早

期
受
診
、
早
期
治
療
を
す
す
め
ま
す

か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

可

i
l
l
-
1
1
1
1
1
1
l
iai-lJ

一
向
な
が
いし川
一

一
医
療
費
の
増
大
と
国
保
税
収
納
一

一
率
の
低
下
な
ど
で
、
国
保
財
政
は
一

一
い
ま
急
速
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

一

一
こ
の
ま
ま
で
は
赤
字
に
な
る
の

一

一
も
そ
れ
ほ
ど
遠
い
こ
と
で
は
な
い
一

一
で
し
ょ
う
。

一

一
今
月
は
年
度
末
の
決
算
の
月
で
一

一
す
。
国
保
は
加
入
者
み
ん
な
の
も
一

一
の
で
す
。
国
保
税
を
ま
だ
納
め
て
一

一
い
な
い
方
は
、
大
至
急
納
め
て
く

一

一
だ
さ
い
。

一

F
R
U
i
-
-
l
i
l
-
-
l
i
a
i
-
-
1
1
L
 

医療費は正しく

使いましよう

このままの勢いでいくと、国民の医療費負担は、まだ

まだ大きくなっていくことはあきらかです。

しかし、医療費の負担には限界があります。みなさん

の税金や所得すべてを、医療費に使うわけにはいきませ

ん。とするならば、医療費は有効に使い、真に必要なと

きに使うように改善していかなくてはなりません。

一人ひとりが、医療費を大切に使うこと、それが、み

んなの健康を守る早道です。

日本の国全体の平均年齢がだんだん上がって、高齢化

が進んでくると、もっともっと医療費は増えていきます。

これは年をとるほど病気にかかりやすく、慢性の成人病

が増加するからです。

また、医学医術は年々進歩していきます。新しい治療

方法や、新薬が開発されると、いままで治らなかった病

気が治ることが期待できますが、医療費はどうしても増

加していきます。

糖
尿
病
性
神
経
障
害

神
経
障
害
と
い
う
と
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
と
考
え
る
人

が
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病

に
よ

っ
て
傷
害
さ
れ
る
神
経
は
末
梢
(
し
よ
う
)
神

経
で
、
い
ろ
い
ろ
の
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。
よ
く

話
題
に
な
る
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す

が
、
い
ち
ば
ん
多
い
の
は
神
経
痛
や
手
足
の
し
び

れ
で
す
。

太
も
も
の
後
側
か
ら
ふ
く
ら
は
ぎ
に
か
け
て
痛

い
の
が
坐
(
ぎ
)
骨
神
経
痛
で
、
こ
の
神
経
痛
が
起

こ
っ
て
病
院
へ
行
き
、
糖
尿
病
と
わ
か
っ
た
例
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
手
足
の
痛
み
や
し
び
れ
感

は
夜
間
ひ
ど
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

早
期
で
あ
れ
ば
、
食
事
療
法
と
運
動
療
法
を
す

る
だ
け
で
よ
く
な
り
ま
す
が
、
激
し
く
な
る
と
シ

ー
ツ
が
触
れ
る
の
に
も
不
快
な
ほ
ど
の
痛
み
を
覚

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
痛
み
は
つ
ら
く
て
も
い
ず
れ
回
復
す

る
も
の
で
す
が
、
も

っ
と
困
る
の
は
知
覚
が
ま
ひ

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
感
覚
が
な
い
わ
け
で
す

か
ら
新
調
の
靴
を
は
い
て
靴
ず
れ
を
起
こ
し
て
も
、

帰
宅
し
て
靴
下
を
脱
ぐ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
り
、

暖
房
器
具
の
効
き
す
ぎ
で
低
温
や
け
ど
を
起
、
」
し

た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
皮
膚
に
か
い
よ
う
が
で

き
る
と
な
か
な
か
治
り
に
く
い
も
の
も
糖
尿
病
の

特
徴
で
す
。

こ
の
他
、
発
汗
異
常
、
ぼ
う
こ
う
に
尿
が
た
ま

っ
て
も
尿
意
を
感
じ
な
い
、
便
秘
や
下
痢
を
く
り

返
す
と
い
っ
た
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。
神
経
障
害

の
予
防
も
治
療
も
、
糖
尿
病
の
正
し
い
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
以
外
に
は
な
い
の
で
す
。
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み
ん
砲
の
ま
.
痛

E
V

魚津市スポーツ少年団総合結図式
4月19日、吉田グラウンドで、魚津市スポーツ少年団の総

合結図式が行われ、47団1，560人の小学生が参加。団旗を先頭

に入場行進した後、各国のキャプテンがチームの紹介、決意

を述べた。

また、西布施小サッカースポーツ少年団の大沢一夫君が47

団を代表して今年の活躍を力強く宣誓した。
智君

!谷独自 !
:君親本 ;

)&華奈(
!生流 I: 
i君派ツ j
+ 刀晶、車 .IJ.> ~ ‘守、. 11;;; ...7 ， 
1参箇年 ;
!加に団 ;
; 紙日;

紙谷

魚
津
林
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
出
身

の
紙
谷
智
君
(
魚
津
高
2
年
)
、
佐
生

明
範
君
(
滑
川
高
2
年
)
の
二
人
が

こ
の
夏
、
日
独
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
団

員
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
日
日
、
魚
津
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
結
図
式
の
会
場
で
紹
介
さ
れ
た
。

佐生明範君

受
講
生
募
集
/

魚
津
市
車
球
実
技
講
習
会
の
開
催

講

師J
冗
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
。

松
崎
キ
ミ
代
先
生

5
月
日
日

ω

午
後

1
時
開
始

5
月
口
日
日

午
前
9
時
開
始

魚
津
市
総
合
体
育
館

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

歩
こ
う
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

僧
ケ
岳
(
一
、
八
五
五

μ)
の
夏
山

開
き
は
、

5
月
白
日
制
に
、
宇
奈
月

か
ら
登
る
予
定
。
参
加
希
望
者
は
、

当
日
午
前

7
時
ま
で
宇
奈
月
駅
前
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

マ
参
加
資
格
中
学
生
以
上
で
山
登

り
に
自
信
の
あ
る
方
。

マ

会

費

無

料

(

た

だ

し

宇

奈

月
ま
で
の
交
通
費
は
各

自
負
担
)

マ

装

備

登

山

靴

ま

た

は

キ

ャ

ラ
パ
ン
シ
ュ
ー
ズ

・
雨

具

・
昼
食

・
水
筒
な
ど
。

マ
申
し
込
み

・
問

い

合

わ

せ

教

委

体
育
課

宮
@
2
2
0
0ま
た
は

・
瀬
川
益
弘
宮

@
0
2
6
9

・
小
坂
圭
吾

宮
②

2
7
5
8

・
山
本
晃
正

宮
②

3
0
7
7

・
五
島
孝
正

宮

@
1
2
4
7

ま
で
。

マ
受
講
対
象
者

・
市
卓
球
協
会
員

・
市
内
の
小
学
生
以
上
の
卓
球

愛
好
者

マ

受

講

料

無

料

マ
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
市
車
球
協
会
事
務
局

小

松

昇

方

宮

@
2
3
4
0

6
月
の
歩
こ
う
会

6
月
の
歩
こ
う
会
は
、

U
日
制
に
、

パ
ス
で
北
山
下
車
。
き
わ
や
か
な
初

夏
の
野
山
を
池
谷
j
小
菅
沼

1
松
倉

城
跡
へ
と
約

M
キ
ロ
余
り
史
跡
探
訪

や
野
島
福
三
郎
先
生
の
お
話
し
を
聞

き
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前

8
時

加
分
ま
で
に
電
鉄
魚
津
駅
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
昼
食
持
参
。
(
パ
ス
代

は
各
自
負
担
)

魚
津
市
体
育
指
導
委
員
決
ま
る

体
育
指
導
委
員
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

対
し
、
実
技
指
導
、
そ
の
他
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
指
導
助
言
を
行
い

ま
す
。
昭
和
位
、
臼
年
度
の

2
か

委

員

名

若

島

正

敬

石

崎

敬

治

清

河

茂

雄

保

要

孝

三

中

山

正

雄

五
十
井
憲
二

富

居

静

雄

宮

坂

公

夫

開
保
津
昭
彦

折

川

孝

義

米
沢
賢
太
郎

久

才

隆

指
導
種
目

全

般

陸
上
競
技

ラ
グ
ビ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

野

球

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

野

球

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

地

区

経本下 大本加村経大松加本
中

田江島町江積木田町倉積江

年
間
、
次
の
方
々
が
住
民
の
皆
さ

ん
に
対
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
提

供
者
と
し
て
応
援
い
た
し
ま
す
。

ど
う
か
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ

去」い
。

委

員

名

石

川

道

範

油

本

繁

大

野

博

行

宮

川

良

輔

野

村

昌

徳

石

崎

茂

石

塚

利

夫

小

竹

興

吉

宮

崎

稔

山

崎

孝

志

向

崎

明

子

長
谷
川
道
代

指
導
種
目

陸
上
競
技

野

球
ス

キ

ー

野

球

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

卓

球

卓

球

全

般

全

般

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

地

区

上
中
島

大

町

力

積

下
中
島

力

積

下
中
島

力

積

村

木

上
野
方

天

神

力

積

経

団
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高
木
美
喜
子

青

山

昌

子

長

田

信

子

堀

千

和

子

浦

山

広

子

吉

田

寿

子

柳
原
よ
し
子

山

田

夏

子

河
崎
波
津
子

栂
野
尾
桂
子

大

谷

喜

子

大
沢
美
奈
子

山
城
美
智
子

伊

東

芳

水

尾

政

恵

四
十
沢
尚
恵

稲
場
小
貴
美

石
倉
世
志
美

下
中
島

大

町

本

江
天

神

大

町

村

木
力

積

道

下

松

倉

道

下
西
布
施

上
野
方

片

貝

加

積

上
中
島

加

積
力

積

本

江

経

団
力

積

上
中
島

本

江
道

下

村

木

村

木
西
布
施

道

下

片

貝
上
野
方

下
中
島

本

江
大

町

道

下
大

町

西
布
施

松

倉

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

綱

引

き

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

野

球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

軟
式
テ
ニ
ス

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

車

球

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

車

球

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

フ
レ

ッ
シ
ュ

-
ア
ニ
ス

野

球

野

球

俊清誠正 弘修俊政律文正 省政松清
秀雅一治豊道一成雄雄夫昭護実一憲雄治

秋
色

上
・
下

平

岩

女
神
の
雪
降
る
夜
に
死
す笹
沢
山
田
咲
村

弓
枝

N
H
K
お
も
い
っ
き
り
中
学
時
代

兵

藤

ゆ

き

短
歌
に
親
し
む

岡

野

弘

彦

二
つ
の
母
国
に
生
き
て

D
・
キ

l
ン

な
ん
と
な
く
お
か
し
い
時
の
自
己
診

断

浦

田

卓

子
ど
も
と
つ
く
る
ハ
レ
の
日
の
お
や

つ

北
川
千
枝
子

俳
句
と
あ
そ
ぶ
法

江

国

滋

写
真
集
明
治
大
正
昭
和
黒
部

漆
間
元
三
編

〈
エ
ッ
セ
イ

・
小
説
〉

今
日
が
い
ち
ば
ん
若
い
日重
兼
深
沢
南
保
円
地

水大中川島大高広山谷金中大永岡松野田
尾谷村岸津村島田越口川川城井島崎村中

も
め
た
ぷ
た

ι
U州」

詠左
観美保

ハ
l
レ
ム
ワ
ー
ル
ド

源

頼

朝

上
・下

本
っ
て
よ
ん
で
み
る
と

た
の
し
い
ん
だ
/

ー
画
書
館

5
月

1
日
か
ら
凶
日
ま
で
、

こ

ど
も
の
読
書
週
間
で
す
。

〈
こ
ど
も
の
本
〉

ピ
l
タ
l
ラ
ビ
ッ
ト
の
絵
本
1
1
m
 

ポ
タ

l
作

・
絵

読
書
は
永
遠
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
②

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
書
〉

東
京
が
世
界
経
済
の
中
心
地
と
な
る

白

浜

靖

史

シ
ル
バ
ー
市
場
戦
略

鈴

木

孝

文範七芳
子夫郎子

夢
辞
典

第
三
の
浪
士

上
・下

夢
う
つ
つ
の
記

富山港の水深200-500mの深い酒にすみ、おもに工ピ力
ゴによって漁獲される。冬に産卵し雌の腹部にかかえられ

定数千個の卵は、 3-4月に一斉にふ化し、ゾ工戸鈎生と
なる。幼生は浮遊しなガらプランクトンを食べて成長し、

5固の脱皮を終え、約オガ月後にTαnほどの椎工ピとなり
酒底での生活に入る。その後、成長の過程で雄から雌に性

転換し、約3年で雌として卵を産むようになる。高級料理

に使われ、刺身や塩焼き、煮物にされる。

魚族紹介(125)

⑥

A
コ
i
ス
万
葉
集
を
読
む

5
月
刊
日

ωよ
り
毎
週
刊
回

・M
7
・
0
i
3
・
0

.

n
r
，
i

・n
U

《

t
-
q
u

-
テ
キ
ス
ト
「
万
葉
集
1
」

⑥

B
コ
ー
ス
能
楽
論
を
読
む

5
月
幻
日
附
よ
り
毎
週
刊
回

.
明

7
.
氾

1
8
.旧

:
a
・
:

;
・
1

・
テ
キ
ス
ト
「
世
阿
弥
能
楽
論
集
」

⑨

C
コ
l
ス
近
代
短
編
小
説
を
読

む

5
月
勾
日
幽
よ
り
毎
週
刊
回

.
明

7
.
ゅ
j

9
.旧

:

a
-

i

t

・:

・
テ
キ
ス
ト
「
近
代
の
文
学
」

マ
会
場
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
魚
津

マ

受

講

料

各

コ
ー
ス
五
千
円

洗

足

学

園

o 

閉
ま借
でり
で出
すし 〈
。は 〉

ひ
と

3 
冊
2 
週

教
養
ゼ
ミ
ナ
l

受
講
生
募
集

魚3孝命@台然
とやまえび
、、¥
ーよ議('"ヱ市

短

歌

教

室

〉
交

と

き

5
月
日
日

ω

午
後

1
時
1
4
時

〈

川

柳

教

室

)
食

と

き

5
月
辺
日
幽

午
後

1
時
初
分

l

J

4
時

~

い
ず
れ
も
魚
津
市
立
図
書
館
。

受
講
希
望
の
方
は
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
と
希
望
コ
ー
ス
名
を
明
記

し
て
、
ハ
ガ
キ
で

干
仰
魚
津
市
天
神

野
新

・
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

@
英
会
話
コ

l
ス

5
月
日
日
開
よ
り
毎
週
刊
回

-
基

礎

ク

ラ

ス

附

7
一
犯

1
8
一

ω

@
国
文
学
コ

l
ス

、

広報うおづ。1)



(12) 

お問い合せは魚津市健康センター

n24-3999 

※診療時聞は、いずれも
午前9時から午後5時

まで。

広報うおづ

だより
(5月〉

0
布
施
爪

7
8
2

0
佐
々
木
祐
一
郎
く
ん

O
昭
和
日
年
7
月
ロ
日
生
(
長
男
)

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日

・
祝
日

午
後
7
時
i
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(黒
部
市
消
防
署
向
側
)

E
@
0
7
3
1
 

〈
マ
マ
の
一
言
〉

た
く
ま
し
く
て
、
す
直
な
子
に
育

っ
て
ほ
し
い
。

内 ~チ~ 対 象 と き と
ー

ろ 備 考ー

母 親 手品凶・ 級 妊婦とその家族 5月22日働 9:30-16:00 ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー→ 昼食をご持参ください。

4か月児健診 4か月児
5月14日(木) 13: 00-13: 30 

5月28日休) 13 :00-13 :30 

8か月児健診 8か月児 5月13日(7同 13 : 00 -14 : 00 ー ーーーーーーーーーーーー・ーー・ーー......-----Jo
ツベルクリン反応検査
を併せて行います。

離乳食講習会 8か月児 5月15日幽 13 :00-14: 00 
魚津市健康

センター

1歳6か月児健診 60年10月生まれの幼児 5月19日(刈 13 : 00 -14 : 00 ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー→
麻しん (はしか)の接
種券を発行します。

母乳相談会 乳児とその家族 5月22日幽 13 : 00 -14 : 00 

育児サロン 乳児とその家族 5月22日幽 10 : 00 -12 : 00 

股関節脱臼検診 3か月児 5月7日(村 13 :00-13: 30 
魚津保健所

3歳児健診
59.4.16-59.4.却生まれの幼児 5月6日(水)

尿の検査があります。
59.5.1-59.5.15生まれの幼児 5月20日(水) 13:00-14:0 

ー ーーーー・ーーーーー・・ーーーーーーーーーーーーーーーー→

ツベルタリン反応 8か月児 5月13日(7同 14:00-15:00 魚津市健康

B.C.G予防接種 8か月児 5月15日幽 14: 00-15 :00 センター

5月1日幽 8:45-10:00 大町公民館

5月7日[柑 8:45-10:00 大町公民館 @料金 70歳以上l無料
5月17日(日) 8:45-10:00 魚津市健康センター

50・51歳

胃がん検診 一 般市民
5月25日(月) 8:45-10:00 天神公民館

上記以外の者 700円
@毎週水曜日の午前中

5月29日幽 8:45-10:00 西布施公民館
黒部保健所で実施。

6月5日働 8:45-10:00 松倉公民館

5月1日幽 13: 00-14:00 大町公民館

5月7日(柑 13 : 00 -14: 00 大町公民館
@料金 70歳以上無料

子宮がん検診 一般市民
5月29日幽 13: 00-14:00 西布施公民館

69歳以下

500円
6月5日幽 13: 00-14:00 松倉公民館

5月1日働 13: 00-14: 00 大町公民館

5月7日附 13: 00-14:00 大町公民館
@料金 70歳以上無料

乳がん検診 一般市民
5月29日幽 13: 00-14: 00 西布施公民館

69歳以下

6月5日幽 13: 00-14:00 松倉公民館
1，100円

。がん検診受診希望者は、 実施日14日前までに魚津市健康センターへ申し込んでください。予定数に達したら締切ります。



O
経
団
西
町

5
l
m

O
尾
山
真
澄
ち
ゃ
ん

O
昭
和
臼
年
7
月
8
日
生
(
三
女
)

〈
マ
マ
の
一
言
〉

お
目
々
の
大
き
な
、
か
わ
い
い
女

の
子
で
す
。

広報うおづ(13) 

成人病と
結核検診を

受ぴょう

成
人
病
は
治
療
よ
り
も
ま
ず
予
防
。

成
人
病
は
知
ら
な
い
う
ち
に
か
ら
だ

を
む
し
ば
ん
で
い
き
ま
す
。
検
診
は

血
圧
、
心
臓
、
血
管
な
ど
の
異
常
の

有
無
と
、
そ
の
程
度
を
み
つ
け
る
も

の
で
、
脳
卒
中
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

心
臓
病
な
ど
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

今
年
も
年
一
回
の
検
診
を
う
け
健
康

の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

ω歳
以
上
の
受
診
対
象
者
に
は
後

日
、
個
人
通
知
し
ま
す
。

今
年
か
ら
検
診
内
容
が
増
え
ま
す
0

.
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査

-
肝
機
能
検
査

・
貧
血
検
査

集
団
検
診
地
区

大
町

・
村
木

・
上
中
島

・
松
倉

・

上
野
方

・
西
布
施

・
片
員

・
天
神
の

ω歳
1
似
歳
の
方
は
地
区
の
公
民
館

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
検
診

住
吉

・
本
江

・
加
積

・
道
下

・
経

団
地
区
の

ω歳
i
似
歳
の
方
と
全
地

区
の
臼
歳
以
上
の
方
は

5
月
四
日

1

7
月
白
日
の
問
に
、
市
内
の
医
療
機

関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
結
核
検
診
は
医
療
機
関
で
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
も
よ
り
の
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

結

核

検

診

児
歳
以
上
の
方
(
職
場
や
学
校
で

検
診
を
受
け
る
人
を
の
ぞ
く
)
は
す

べ
て
地
区
の
公
民
館
等
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

保
日
健
H
看
H
護
H
教
H

室

マ
期
間

6
月
1
9
月
(
第
1
、
第

3
月
曜
日

)
6
回
コ
ー

ス
(
初
回
6
月
日
日
)

午
後

l
時
叩
分

1
3
時
加
分

魚
津
保
健
所

マ
時
間

マ
場
所

マ
内
容
・
何
か
変
だ
な
?
日
常
の
健
康
観
察

-
さ
あ
大
変
グ応
急
手
当
の
知
識

・
薬
の
正
し
い
使
い
方

・
家
族
が
床
に
つ
い
た
ら

一
時
的
に
寝
こ
ん
だ
時

.
ね
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

.
体
の
不
自
由
な
人
に
学
ぶ

※
お
申
込
み
は

5
月
初
日
ま
で

宮

@
0
3
5
9

配22被~ 騨3調
保健指導や栄養相続 血痕》 ラ~をきpgヲ
6 6 6 6 6 5 5 5 5 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 イ主
5 3 3 2 2 29 27 26 26 と 民日 日 日 日 日 日 日 日 日
告封 レ'}，) (水) (刈 (刈 幽 (水) (刈 (刈 検

9 13 9 13 9 9 10 13 9 号R4ZbP 
. . . . . . . . . . . . . . . . . . 
30 。。 30 。。 30 30 。。 。。 30 〆-、

き 核結20 15 11 15 11 20 15 15 11 

。。 00 。。 。。 30 。。 。。 。。 30 と
成

松 鹿 |日 坪
協農
布施西
蛇 長 塁

と
人

居メ入 音色
J居白K 野 田 ヲ| 沢 病

ム/.'み、 o 松居A o λ 野 /ム1‘、
検き回今7 /品~、 /斗:;:、， 

民 民 A寸4ー」 寸.u.<.ー 支 民 民
館民
民
ろ

査官 査官 校 校 所 官官 貧富 官官
、、_"

内 ~ 対 象 と き と ー ろ』

@第 1期=3回接種 13: 30-14: 0。魚津市健康センター
百ジ破 4月実施日現在、 2

該当地区

日テフ 傷
歳児で、 4月に 1回 第 l 第2 第3

接種ずみの幼児。(3 回目回目回目

予 せリ 歳児で、まだ接種の 5月 6月 村木 ・大町 ・本

きア風 終了していない幼児 4 1日 1日 江 ・住吉 ・上野

」ー-v-ー〕 も含む。) 月
巴迫 (月) 方 ・上中島

⑨第2期=1回のみ 終 5月 6月 道下 ・加積 ・経

防 種 接種 了
8日 9日 田 ・片員 ・西布

4j昆2恥 第1期を2回-3回 ず
巳迫 (刈 施 -天神 ・松倉

接種終了児で、最終 み
6月 受けなかった全

接種月になる3歳児。
30日
地区の方

接
(刈

13:30-14:00 
魚津市健康センター

ボ
該当地区

リ生

村木 ・大町 ・本

種 生後3か月から18か
5月18日(月) 江 ・住吉 ・上野

オワ
方 ・上中島

ク 月の聞に2回実施。 道下 ・加積 ・経

チ
5月20日(刈 田 ・片貝 ・西布A 

ン
施 ・天神 ・松居

5月25日(月)
受けなかった全
地区の方



。相

おしらせ

広報うおづ

マ
と
こ
ろ

マ

講

師

マ
演

マ
受
講
料 き

5
月
初
日

ω

講
演

1
時
鈎
分

魚
津
平
安
閣

増
田
金
一
氏

ヘ
元
石
川
県
立
小
松
高
J

F

校

長

」

「
生
涯
学
習
と
美
し
く

老
い
る
た
め
に
」

無

料

題

あ
ゆ
投
網
・
て
ん
か
ら
網
・

県
知
事
許
可
証
の
書
換
申
請

県
知
事
許
可
証
の
書
換
手
続
き
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

マ
対
象
者

⑨
現
在
、
許
可
証
を
持
っ
て
い
る
人
。

⑨
廃
業
者
か
ら
承
継
す
る
人
。

マ
申
請
期
間
(
期
間
厳
守
)

5
月
1
日
i
5
月
日
日
ま
で

マ
持
参
す
る
も

の

印

鑑

・
旧
許
可

証

マ
申
請
場
所
市
役
所
水
産
課

ヘ手
続
き
用
紙
は
、
水
産
課
J

/
に
あ
り
ま
す
。

」

な
お
、
3
年
に

1
度
の
書
換
え
期

間
な
の
で
、
現
許
可
証
保
有
者
は
、

全
員
書
換
え
て
く
だ
さ
い
。
新
規
許

可
は
あ
り
ま
せ
ん
。

防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
の
案
内

¥当

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
防
火

管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
会
が

、
甲
種

・
乙
種
に
区

分
さ
れ
て
、
次
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま

す
。該
当
す
る
事
業
所
の
方
は
、
ぜ
ひ

受
講
さ
れ
た
く
ご
案
内
い
た
し
ま
す
匂

マ

日

時

甲

種

6
月
口
日
附

・

時
日
同

乙
種

6
月
四
日
幽

マ
場
所
魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ

l

マ

受

付

5
月
幻
日
j

6
月
刊
日

な
お
、
防
火
管
理
制
度
の
改
正
が

行
わ
れ
、
従
来
と
変
更
に
な
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
消

防
本
部
予
防
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

包
@
0
2
9
5

問⑥⑥⑨ 第 ⑥⑨ 第

合わい わしく 司Ej 作募集品 対 たは 保簡易険 26 作募集品 真募集すまをし 保簡 19 
せど 月 象自 富 嵩Ir"唱E
< .:: か 題 保

きは 呈Z 月5小学5 理干郵金 作保易 51 2 資金醐 宣R写十金eL l 
1 文険 7

。高局保魚ま険 イ関始サ 月6年生 に ヨ郵・ 月 聖資叫 ヨ金資
i 震あ ン便 ン l

宮 i E3 ク宜守Z 主ク 1 

② る l 材 I。 年生 も と
4課 の ル し ル l
5へ 、た i

0お ま 写

L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
5
月〉

〈求人情報〉

聖在理
募集職種 年齢 性別 1'( 金 J也区 人員

資絡経験
番号 その他

1 機械設計 20-45 男 11. 35-20 .lsヲ5喧， 道 f反 2 普高免卒・経以験上者 l 

2 営業員 20-45 男 20-40 双葉町 5 普高卒以上免 I

3 普運通転地場手 20-35 男 17.75-25.25 三ケ 2 普経験l年以上免

4 機械加工員 20-50 男 16.5-18.5 上村木 5 高卒 ・普免

5 技技術術者見及tび~I 18-35 男 10-18 六良11丸 5 普高卒以上免

6 スピJ消レメ婦ン作テ業ナ貝ン 50-58 女 8.75-9 三ケ 2 不 問

7 サ yシ加工工 20-55 女 12-17 機枕 3 不 問

8 縫製工 18-40 女 9.24-9.6 持光寺 10 不 問

9 機械工 18-40 女 10-11 吉野 2 機3年械以工上

10 正 i佐看護婦 - 50 女 15以上 大光寺 2 看護婦免許

早急に人を求めていますグ

第
叩
回
魚
津
市
民
手
話
教
室
受
講
生
募
集

実
施
地
域
:
:
:
魚
津
地
区

(
新
金

屋
一
丁
目
)
、
片
員
地
区
(
道
坂

・
員

回
新
)
、
上
野
方
地
区

(大
海
寺
野
・

大
海
寺
新

・
石
垣
)。

点
検
に
は
県
L
P
G
協
会
魚
津
支

部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。

宮
@
5
3
4
0

手
で
言
葉
や
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
表
現
す
る
手
話
を
習
い
ま
せ

ん
か
。
短
期
間
に
、
基
本
か
ら
簡

納税調イド

昭和62年度軽自

動車税の納期限

は、昭和62年6

月1日です。

民
生
委
員
制
度

河
周
年
記
念
講
演
会

今
年
は
、
民
生
委
員
制
度
が
発
足

し
て
均
周
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

記
念
し
て
、
左
記
に
よ
り
記
念
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

多
数
の
聴
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
マ
と

単
な
会
話
ま
で
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

マ

期

間

5
月
8
日
j

6
月
お

日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

マ

時

間

午

後

6
時
半
i
8
時
ま
で

マ

場

所

魚

津

市

民

会

館

マ
申
込
み

5
月
7
日
附
ま
で
市

社
会
福
祉
課
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
2
0
0
内
線

m
※くわしいことは、魚津公共職業安定所

<ft 24-0365>へお問い合わせ ください。



水

墨

画

教

室

パ
ソ
コ
ン
実
務
教
室

。
水
墨
画
教
室

マ
毎
月
第
1
・
第
3
日
曜
日

午
後
2
時

1
4
時

マ
講
師
扇
谷
逸
郎
先
生

※
入
会
随
時

。
パ
ソ
コ
ン
実
務
教
室

(
入
門

i
初
級
)

5
月
ロ
日

ωj日
日
働

午
後
5
時
半
j

8
時
半

マ
期
間

マ
場
所

※ 

g セ申
@ン し
ハタ込
51みタ魚
河ま ・ |津

合で問 地
。い城

工ご 合 職

会わ業
句せ訓

品問練
f セ
ム同ン

国
税
専
門
官
募
集

マ
受
験
資
格

5 日 1 昭
抽月大生昭和
， 15学ま和 35
日卒れ 41年
幽業の年 4
1程者 4 月
5度月 2
月 1 日

マ
試
験
の
程
度

マ
受
付
期
間

W

魚
津
市
の
花
u
を
撮
ろ
う
グ

魚
津
市
で
は
球
根
類
を
中
心
と

し
た
花
き
園
芸
が
盛
ん
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
内
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
花
に
親
し
ん
で
い

た
だ
き
た
く
「
花
の
写
真
展
」
を

広報うおづ(lro 

日
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

花
に
関
す
る
写
真
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
ぞ

っ
て
出
品
唱

し
て
く
だ
さ
い
。

』

マ

対

象

と

す

る

花

品

魚
津
市
内
で
栽
培
出
荷
さ
れ
て
日

い
る
花
(
か
の
こ
ゆ
り
・
チ
ュ
品

|
リ

ッ
プ

・
水
仙
等
)
ま
た
は
日

花
の
風
景
、
花
と
の
生
活
な
ど
。
品

マ

作

品

1
枚
写
真

(
四
ツ
切
日

り
、
カ
ラ

l
写

真

)

品

マ
応
募
資
格
魚
津
市
民
で
作
品
四

は
自
作
に
限
る
o

b

マ
応
募
点
数

1
人
3
点

以

内

崎

マ

締

切

り

9

月

末

日

恥

マ
送
り
先
魚
津
市
釈
迦
堂
一

l
a

十
l

一
魚
津
市
役
所
農
政
課
〕

包
②

2
2
0
0
内
線

m

。
出
品
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。

鳴

V
・凡n
v-AU
Va鳩

ora湖
r丸

辺
日
幽

マ

試

験

日

・
第
1
次
試
験

7
月
日
日
出

・
7
月
ロ
日
制

.
第
2
次
試
験

9
月
日
日
附
1

9
月
日
日
幽

マ

試

験

地

全

国

主

要

都

市

(北
陸
の
場
合
は
金
沢
市
)

マ
採
用
予
定
数
全
国
で
約
制
名

『，.4

・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4・4‘.4
J

…
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

…

…

ご

ざ
い
ま
し
た

…

…
V
魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

一

…
O
魚
津
市
本
江
一
四

O
五
番

地

…

一

五

万

円

若

林

花

枝

氏
一

…O
魚
津
市
経
田
中
町
一

0
1
三二

…

…

一
O
O万
円

朝
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氏
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マ
受
験
手
続

・
申
込
用
紙
請
求
先

魚
津
税
務
署
総
務
課

・
申

込

書

提

出

先

金
沢
国
税
局
人
事
第
2
課

マ
問
い
合
わ
せ
先

魚

津

税

務

署

干
叩

魚
津
市
北
鬼
江
制
番
地
の
2

宮

@
1
3
7
0

講
習
会
の
ご
案
内

。
自
動
車
の
計
測
器
の
取
扱
い
方

サ
ー
キ

ッ
ト
テ
ス
タ
か
ら
シ
ャ
シ

ダ
イ
ナ
モ
テ
ス
タ
ま
で
の
測
定
の
知

識
。
マ
日

時

5
月
U
日
附
・
日
日
幽

午
前
9
時
ぬ
分

1

午
後

4
時
却
分

2
、
0
0
0円

マ

場

所

黒

部

高

等

技

能

学

校

。
自
動
車
電
装
品
の
基
礎

自
動
車
の
電
装
品
の
構
造
と
検
査

の
知
識
。

マ

日

時

マ
受
講
料

マ

場

所

5
月
初
日

ω・
幻
日
附

午
前
9
時
ぬ
分
j

午
後
4
時
初
分

3
、
0
0
0円

黒
部
高
等
技
能
学
校

マ
受
講
料

一一人不審 包者同航n 
0 をな通

予言時報発
名手h E、見の
り σ〉と ιー.
?とe 警童丘 qき 元協を
L、
。

/魚津善意銀行へのご寄イ寸
〈敬称略〉

魚津市美術文化協議会会長中村松之助 100，000円

匿名 20，000円

松本正道住吉 30，000円

魚津鋲金塗装整備工場 5，000円

魚津郵便局 9，030円

八倉巻清三ケ 30，000円

放石黒憲之助 村木町 30，000円

山口 茂住吉 50，000円

金子芳枝相ノ木 30，000円

鮒北陸プラント建設道坂 10，000円

常楽彦四郎宮津 30，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

高橋敏男真成寺町 20，000円

ユニー魚津庖 8，013円

有沢武雄本町二丁目 10，000円

加集謙介大光寺 10，000円

小路恵美子本町二丁目 20，000円

魚津銀金塗装整備工場 5，000円

自民党魚津市連青年部青年局 20，000円

本吉伊作港町 100，000円

長谷川益雄 黒部市堀切 20，000円

平岡隆一新宿 50，000円

金子宏一友道本町 50，000円

石崎 誠本町二丁目 5，000円

石崎 実本町二丁目 5，000円

石崎 とき 本町二丁目 10，000円

石川茂松石垣新 30，000円

山本初子金浦町 2，500円

若林久靖文化町 8，000円

油本秀夫浅生 30，000円

※受付の順番で掲載していますが、紙面の都合

で一部次の号以降になります。
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川原保育園

西布施小学校

のお友だち

西
布
施
小
学
校

ー
年
生
を
迎
え
る
会

6
年

保

里

み

ゆ

き

さ

ん

わ
た
し
た
ち
六
年
生
は
、
一
年
生

と
騎
馬
戦
を
や
り
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
畠
山
け
い
子
ち
ゃ
ん
と
組
む
こ

と
に
な
り
、
背
が
小
さ
い
か
ら
軽
い

と
思
っ
た
け
ど
、
わ
り
と
重
く
て
、

三
回
も
や
っ
た
ら
汗
を
か
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
立
っ
て
み
る

と
、
ひ
ざ
が
痛
く
て
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
去
年
こ
の
騎
馬
戦
に
参
加
で
き

川原

保育園

な
く
て
、
一
人
だ
け
残
っ
て
い
た
の

で
、
今
年
は
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

騎
馬
戦
が
終
わ
っ
て
、
わ
た
し
た

ち
が
一
年
生
の
時
に
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
も
ら
っ
た
か
、

一
生
け
ん
命
に

思
い
出
し
て
み
た
け
れ
ど
、
何
も
思

い
出
せ
な
く
て
、
何
か
残
念
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
渡
し
の
時
、
人
数
の

関
係
で
わ
た
し
の
前
に
渡
す
人
が
い

な
か
っ
た
の
で
、
近
く
に
い
た
け
い

子
ち
ゃ
ん
に
あ
げ
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
、
落
下
さ
ん
で
す
。

で
も
、

こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
あ
ま
り
よ
く
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
で
き
る
な
ら
わ

た
し
の
作
っ
た
風
車
を
あ
げ
た
か
っ

た
で
す
。

こ
の
後
の
一
年
生
の
お
礼

の
言
葉
と
名
前
、
得
意
な
こ
と
を
紹

介
す
る
の
で
、
男
の
子
は
ほ
と
ん
ど

サ

ッ
カ
ー
が
得
意
だ
と
言
っ
て
い
た

の
で
、
本
当
は
ど
う
な
の
か
な
あ
、

と
思
い
ま
し
た
が
、
聞
い
て
い
て
、

か
わ
い
い
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
し
た
こ
と
の
な
い
こ

は
ま
だ
り
ょ
う
こ
ち
ゃ
ん

5
歳

‘，・
a
，“，，，

ひぐちのりちゃん 4歳

"-4月21日、上級生が作った「カプト」などのプレゼントや楽
しいゲームをして 1年生を迎える会が聞かれました。

と
を
や
っ
た
り
、
一
年
生
と
友
達
に

な
れ
た
の
で
、
す
ご
く
楽
し
い
集
会

だ
と
思
い
ま
し
た
。

4
1
年
生
の
一
口
感
想

-
W
椅
子
と
り
ゲ
ー
ム
で
、
三
年
生
が

だ
っ
こ
し
て
く
れ
勝
っ
た
の

で
、
い
い
気
持
ち
で
し
た
。

l*. 
.1 
4年村田詠美さん

ヘ
村

井

政

博

・

黒

田

幸

信
J

F

杉
本
典
子
・
島
固
め
ぐ
み
」

品
四
年
生
と
手
つ
な
ぎ
鬼
を
し
て
、

お
っ
か
け
て
や
っ
と
つ
か
ま
え
た

の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
。

(高
木
三
有
貴
)

品
騎
馬
戦
で
六
年
生
の
お
ね
え
ち
ゃ

ん
の
馬
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
、
ハ
チ

マ
キ
を
と
っ
た
の
で
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
真
赤
な
顔
を
し
て
応
援
し
て

く
れ
ま
し
た
。

(
関

口

弘

嗣

)

品
二
年
生
の
藤
森
ま
い
さ
ん
と
、
一

緒
に
網
引
き
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

白
組
が
勝
っ
た
の
で
お
母
さ
ん
も

手
を
た
た
い
て
く
れ
た
。

ヘ

楠

昇

請

・

畠

山

慶

子

J

f

佐

々

木

絵

美

」

品
五
年
生
の
お
ん
ぶ
リ
レ
ー
で
、
お

ぶ
っ
て
も
ら
い
走
っ
た
。
と
て
も

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

お 子 5
映:日
や 供
画(刈つ の n

も .日 中
ゲじ
あ のI ::: I た ，つ
り品 ど

ま い
す 〕

包
(⑪

2
4
0
2

6
日
附
l
m
日
制

〔
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
〕

な
べ
つ
か
み
を
つ
く
り
ま
す
。

※
ひ
ょ
う
川
円
程
度
必
要
で
す
。

5年川上舞子さん

4
(
人
物
)

3
年
関
口
由
紀
子
さ
ん

た
の
し
か
っ
た
。

ヘ
木

下

順

平

・

高

松

裕

司

J

F

高

島

和

春

・

入

井

宏

征

」

-w
上
級
生
に
も
ら
っ
た
バ
ッ
ジ
を

つ

け
、
首
飾
り
を
し
、
か
ん
む
り
を

か
ぶ
り
、
こ
ま
や
風
車
を
も
っ
て

お
母
さ
ん
に
写
真
を
と

っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

(大

森

大

輔

・

山

本

智

香

)

臼刷/魚津田刷株式会社

E Z園理
人(前月対比)

人口(男)23，937 (-69) 

(女)25，951(ー57)

計 49，888(-126) 

世帯数 13，619世帯

市の面積 200.75km' 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室

(3月末現在)


